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バイオフォトに採用されたCF方式(Chromatic aberration Free system)は、対物レン
ズの倍率色収差を対物レンズ自体で補正するもので、従来常識であった、対物レンズ
で補正するのが難しい倍率色収差を接眼レンズで補正するコンペンセーション方式に
かわる、新しいレンズ設計思想である。このCF方式による対物レンズの製品化は世界
初であり、「100年ぶりの技術革新」として、顕微鏡の性能が飛躍的に向上した。バ
イオフォトは、このCF方式光学系を採用した最初の研究用生物顕微鏡として重要であ
る。
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